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被爆二世への原爆放射線による遺伝的影響 

ヒトの生殖、発生、遺伝の知見、及び動物実験とヒトの調査における放射線の遺伝的（継世代）影

響研究の結果、経緯と現状をふまえるなら、ヒトにおいて親の放射線被曝が生殖細胞を介して次世

代の子どもの身体に影響を及ぼす可能性があることは明らかである。従って、被爆二世について

も、親である被爆者の生殖細胞を介して原爆放射線の影響を身体に受けている可能性がある。 

 

 動物実験においては、1927 年のショウジョウバエの X線照射による変異誘発から始まり、マウス

の特定遺伝子座の変異、ガンや先天的形態異常、DNA レベルの遺伝的不安定性の増大に至るまで、

親の被曝線量に依存して、次世代で変異誘発頻度が有意に上昇することがすでに確認されており、

放射線の遺伝的（継世代）影響は明らかである。 

 

 特に、マウスの実験では、ヒトにおいても自然発症頻度の高いガンなどの多因子疾患が、親の放

射線被曝で誘発される生殖細胞の変異に加えて、生後、環境変異原（発ガン性物質など）に曝露さ

れることによって「増幅される」という、1980 年代初めに報告された野村大成（放射線基礎医学・

医科遺伝学、大阪大学名誉教授）の実験結果は重要である。[1-4]なぜならヒトは、日常的に様々

な環境変異原に曝されながら生活をしているので、親が被曝して生殖細胞に変異が誘発され、その

変異を受け継いで生まれた子どもが、生後の生活の中で「環境変異原に曝される」という状況は、

十分に起こりうることだからである。 

 

 ヒトの生殖、発生、遺伝の基本的な知見から、ヒトにおいても親の生殖細胞の被曝を通じて、次

世代以降に放射線被曝の影響が及ぶ可能性があることは理論的に明らかである。また、1990 年代以

降、チェルノブイリ事故や他の被曝集団の次世代の調査研究において、放射線被曝による遺伝的

（継世代）影響を示唆するいくつかの疫学調査報告や、親の被曝で誘発された可能性のある次世代

での DNA 反復配列マーカーの変異の増大の報告がなされている。[5] 

 

しかし、ヒトの調査では、親の被曝線量の推定、調査集団の大きさ（調査対象家族数や子どもの

人数、症例数、など）の限界、親と子どもの生活環境の放射線被曝以外の他の様々な交絡諸因子の

存在、疾病登録の信頼性、調査の倫理的問題、等々、動物実験とは異なる調査の困難性と限界があ

る。 

 

 広島・長崎の放射線影響研究所のこれまでの被爆者に関する遺伝的影響調査・二世健康調査から

は、親の放射線被曝に関連した被爆二世の健康リスクの増加を示す明らかな「証拠」は得られてい

ない」と長年、報告されてきた。しかし、これは「遺伝的（継世代）影響がない」ということでは
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ない。これまでの放影研の遺伝的影響調査については、研究に携わってきた研究者からも、遺伝的

（継世代）影響の検出の限界や課題があることが指摘されている。 

 

しかし、昨年、出生時の重い障害に関する過去の報告を分析すると同時に、最近の知見も参照し

て適切な方法を検討し、最新の統計手法と更新された線量推定方式を用いでデータの再度解析が行

われた結果初めて、限定的ではあるが、統計的に有意な影響を示す調査結果〜１４日以内の周産期

死亡について、両親の合計線量の増加にともなって、統計的に有意な増加が認められた〜が、放影

研から発表された。[6] 

  

国連科学委員会（UNSCEAR）等は、マウス実験の結果を含む、これまでの放射線の遺伝的（継世

代）影響研究結果と、ヒトの遺伝性疾患の自然発生頻度に関する最新の知見と合わせて、ヒトにお

ける放射線の遺伝的リスク推定をし、それを倍加線量で表している。[7]即ち、ヒトに対しても放

射線の遺伝的（継世代）影響のリスクがあることを前提にして、放射線被曝防護など、原子力利

用・開発のための様々な施策が、世界の多くの国々で実際に行われている。 

 

（以上の「まとめ」は、二世協主催のサイドイベントのために、被爆二世訴訟に際して提出した

「意見書」のまとめ部分に一部修正・加筆したものである。） 
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